
 

場 所  市役所3階議会全員協議会室 

出席者 市長、副市長、教育長、企画部長、行政経営担当部長、総務部長、市民生活部長、 

経済環境部長、農地利用担当部長、保健福祉部長、子ども部長、都市部長、 

国県事業推進担当部長、土木部長、消防長、議会事務局長、教育部長 

 

 

１ 協議事項 

（1）市営自転車等駐車場条例の一部改正について [市民生活部］ 

   愛甲石田駅南口自転車等駐車場について、本年11月末を以って満了する土地の賃貸借契約の更

新が困難になったため、当面の自転車等駐車場の存廃を検討した結果、駅南口周辺の官民駐輪場に

一定数の空きがあることから、令和2年12月1日をもって廃止とする自転車等駐車場条例の一部

改正について協議した。 

 

（2）子どもの貧困対策に関する取組方針（案）について [子ども部］ 

   子ども・子育て支援事業計画に位置付けている、子どもの貧困対策の推進に関する法律に基づく

子どもの貧困対策推進事業の具体的な内容を定めた取組方針を策定するため、その内容及び今後

の進め方について協議した。 

 

２ 報告事項 

（1）統合型 GISシステムの稼働について [総務部］ 

    令和2年10月 1日より全庁的に導入する統合型GISシステムについて、概要を報告した。 

 

３ その他連絡事項 

（1）令和 2年度自治会要望について [市民生活部］ 

   令和 2 年度の自治会要望を取りまとめたので、後日関係課に対応を依頼することを各部に周知

した。 

 

４ 指示事項等 

○ 市長  

 ・ 本日の会議が、現任期中の最後の部長会議となる。これまで各部長をはじめ、全職員の協力に

感謝する。 

 ・ 2期目の任期が9月で終わるが、色々な取組が良い方向に変わってきたと実感している。特に

課題であった市の認知度向上について、日本遺産をはじめシティプロモーションに注力し、成果

をあげてきた。また、東部第二土地区画整理事業内に立地した企業の操業や伊勢原大山インター

チェンジの開通、それに伴う産業基盤の創出など、本市はこれから更に大きく変わろうとしてい

る。そうした中、まだまだ課題も多いと認識しており、新たな任期に挑戦することとした。これ

 



から選挙となるが、まずは、この4年間について職員に感謝を申し上げる。 

 

〇 副市長 

 ・ 統合型GISシステムを導入したことで何が可能となるのかをよく整理し、各所属において仕事

の進め方や連携の仕方を見直し、効果を発揮できるよう活用していくこと。 

 

以  上 


